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論文審査の結果の要旨 
 
 本論文は、「学習する組織としての学校」という観点から、個々の学校の組織文化がどのよう
に合意・生成・修正されるのかという問題に教育社会学的観点から切り込んだものである。具体
的には、個人学習と組織学習をつなぐ概念としてのP.ブルデューの「ハビトゥス」概念をモチー
フとし、日本における伝統芸能や武道について言われる「型」の学習論を加え、フィールドワー
クにもとづく質的データに考察を加えた。 
 論文は５章から構成されている。序章で、本論文の問題意識を政策社会学的研究・教師文化研
究・学校経営学的研究の３つの流れに位置づけたうえで、１章において、フランスで生まれた「ハ
ビトゥス」概念と日本発の「型」概念を接合するための理論的検討が丁寧になされている。本論
文の中核をなすのが、日本の中学校を扱った２章とアメリカのミドルスクールを扱った３章であ
る。それぞれ長期にわたる参与観察調査で得られた多様な質的データをもとに、日米両国の前期
中等教育機関における学校組織文化の生成・変容のプロセスが、それぞれ「学びの共同体」論（２
章）、「専門職の学習共同体」論（３章）を軸にダイナミックに描かれている。結びにあたる４
章では、２・３章で展開された議論をもとに日米の学校組織文化の比較が行われ、全体の知見と
インプリケーションが整理されている。 
 新自由主義とも称される現代の教育改革の世界的潮流のなかで、各国の学校文化は変化を余儀
なくされつつあるが、その具体的な組織文化の生成・変化のプロセスを長期にわたるフィールド
ワークによってつぶさに明らかにしている本論文は、きわめて貴重な意味をもつものである。さ
らに本論文は、学校組織文化の変容と個々の教師の成長のプロセスを結びつけて理解するために、
「ハビトゥス」と「型」概念の理論的結合を図るというきわめてチャレンジングな試みを行って
おり、そのことが豊富な教育学的知見をもたらしていると判断される。本論文は教育社会学をベ
ースにしてはいるが、政策社会学・教育学・学校経営学といった関連分野を結びつける学際的意
義をもつものでもあり、当研究科のディプロマポリシーにも適した内容を有していると高く評価
しうる。 
 以上のことから、本論文は博士（人間科学）の授与にふさわしい内容を備えていると判断した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
